
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
・
第
８
号
・

第
９
号
）

　

第
７
号
の
補
正
予
算
で
は
、

国
に
よ
る
経
済
対
策
に
基
づ

き
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る

支
援
と
し
て
実
施
す
る
「
低

所
得
者
支
援
給
付
金
」
に
つ

い
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に

給
付
を
開
始
す
る
た
め
、
給

付
準
備
等
に
必
要
と
な
る
経

費
を
予
算
計
上
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
く
専
決
処
分
を
行
い
、

３
８
２
５
万
９
０
０
０
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　

第
８
号
の
補
正
予
算
で
は
、

①
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
て
い
る
低
所
得
世
帯
の
負

担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用

し
、
給
付
金
を
支
給
、
②
歳

入
と
し
て
国
の
経
済
対
策
に

伴
う
「
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
追
加
す
る
た
め
、
２
億
８

８
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

　

第
９
号
の
補
正
予
算
で
は
、

①
物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
・
生
活
者

の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
し
、
農
業
経
営
者
、
福

祉
施
設
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
換
え

費
用
や
中
学
校
給
食
の
食
材

費
高
騰
分
に
つ
い
て
支
援
、

②
台
風
第
10
号
の
暴
風
雨
等

で
発
生
し
た
被
害
に
つ
い
て
、

復
旧
に
必
要
と
な
っ
た
経
費

を
追
加
、
③
県
が
実
施
す
る

土
地
改
良
事
業
の
計
画
前
倒

し
に
伴
い
負
担
金
を
追
加
す

る
ほ
か
、
鈴
川
公
園
プ
ー
ル

の
改
修
経
費
に
つ
い
て
計
画

を
前
倒
し
し
て
実
施
、
④
国

の
公
定
価
格
の
増
額
改
定
に

伴
い
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
給
付
費
を
追
加
す
る
ほ
か
、

中
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託

料
等
を
追
加
、
⑤
生
活
保
護

費
等
の
国
庫
支
出
金
の
精
算
、

⑥
歳
入
と
し
て
、
普
通
交
付

税
の
再
算
定
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
追
加
す
る
ほ
か
、

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
を
追
加

す
る
た
め
、
５
億
６
６
７
６

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
４
１
１
億
８
１

７
３
万
８
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
険
税
収
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
保
険
税
の
所
得
割

額
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額

の
各
税
率
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　

令
和
７
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
る
監
査
委
員
に
、

島
和
俊
氏（
相
模
原
市
）お
よ

び
上
原
勇
司
氏（
平
塚
市
）を

引
き
続
き
選
任
し
た
い
旨
の

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

教
育
長
の
任
命

　

令
和
７
年
３
月
31
日
付
け

で
の
山
口
賢
人
教
育
長
の
辞

職
に
伴
い
、
宮
村
進
一
氏

（
高
森
）を
新
た
に
教
育
長
に

任
命
し
た
い
旨
の
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
、
賛
成
全

員
で
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
山
口
教
育
長
の
残
任
期
間

で
あ
る
１
年
で
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
総
額
３
９
４
億
４
５
０
０
万
円
と
す
る
令
和
７
年
度
一
般

会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
４
特
別
会
計
予
算
案
及
び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
２
面
に
総
括
質
疑
、
総
括
表
、
３
面
に
討
論
）

　

市
長
提
出
議
案
は
ほ
か
に
、
「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
の
議
案
41
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・

承
認
し
ま
し
た
。

　

団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
４
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
３
日
間
行
わ
れ
、
13
人
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
執
行
機
関
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。
（
４
面
・
５
面
に
一
般
質
問
）
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令
和
令
和
７
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決

２/17～３/21

３月定例会

主
な
可
決
議
案

を

＊本会議は、午前９時３０分から開始します。

市議会市議会の日程市議会の日程

５月臨時会の開催予定

５月15日（木）本会議

６月定例会の開催予定

６月６日（金）本会議（提案説明）

　　12日（木）本会議（議案審議）

　　16日（月）委員会（付託審査）

　　17日（火）委員会（付託審査）

　　20日（金）本会議（一般質問）

　　23日（月）本会議（一般質問）

　　24日（火）本会議（一般質問）

　　27日（金）本会議

2　

月

５
日
・
教
育
福
祉
委
員
会

　
　
　

協
議
会

６
日
・
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

・
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　

協
議
会

７
日
・
全
員
協
議
会

10
日
・
会
派
代
表
者
会
議

12
日
・
議
会
運
営
委
員
会

13
日
・
金
目
川
水
害
予
防

　
　
　

組
合
議
会

17
日
～
３
月
21
日

　
　

・
３
月
定
例
会

17
日
・
議
会
広
報
委
員
会

26
日
・
産
業
建
設
委
員
会

　
　

・
教
育
福
祉
委
員
会

３　

月

７
日
・
総
務
委
員
会

議

会

日

誌

10
日
・
産
業
建
設
委
員
会

11
日
・
教
育
福
祉
委
員
会

17
日
・
議
会
運
営
委
員
会

21
日
・
会
派
代
表
者
会
議

　
　

・
議
会
広
報
委
員
会

25
日
・
秦
野
市
伊
勢
原
市

　
　
　

環
境
衛
生
組
合
議
会

４　

月

10
日
・
会
派
代
表
者
会
議

14
日
・
会
派
代
表
者
会
議

16
日
・
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　

定
例
会

17
日
・
関
東
市
議
会
議
長
会

　
　
　

定
期
総
会

18
日
・
議
会
広
報
委
員
会

21
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
会
派
代
表
者
会
議

28
日
・
会
派
代
表
者
会
議

比々多神社「春の日差し」（撮影：向上高校　神野 芽音さん）

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん





れ
て
い
る
が
、
施
策
展
開
を

見
て
い
く
と
、
令
和
７
年
度

予
算
は
暮
ら
し
や
す
さ
実
感

都
市
伊
勢
原
の
実
現
に
向
け

た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る

と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

本
市
で
も
、
今
後
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む

予
測
だ
が
、
職
住
近
接
な
ま

ち
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
け

ば
、
発
展
の
余
地
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
市

内
企
業
を
増
加
し
、
そ
こ
で

働
く
労
働
者
数
を
増
や
し
、

本
市
に
住
む
現
役
世
代
人
口

を
増
や
し
て
、
市
民
税
、
法

人
市
民
税
を
増
や
す
と
い
っ

た
好
循
環
の
生
ま
れ
る
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
10

年
後
、
20
年
後
、
さ
ら
に
そ

の
先
を
見
据
え
、
市
民
の
誇

り
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

し
進
め
、
本
予
算
が
市
民
生

活
向
上
に
つ
な
が
る
予
算
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

萩
原
市
長
の
下
、
初
め
て

編
成
さ
れ
た
令
和
７
年
度
予

　

新
年
度
予
算
は
、
萩
原
市

長
の
初
の
予
算
編
成
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
の
延
長
と
の
印
象
は
拭
え

な
い
。
市
政
運
営
か
ら
市
政

経
営
へ
と
の
方
針
を
打
ち
出

し
た
も
の
の
、
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
も
共
通
理
解
が
図

ら
れ
て
お
ら
ず
、
言
葉
が
宙

に
浮
い
て
い
る
。
自
治
体
は
、

民
間
で
は
で
き
な
い
が
、
市

民
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
市
民
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
今
あ
る
財
源
で

何
を
選
択
し
て
い
く
か
が
、

市
長
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
と

考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
継
続

で
は
伊
勢
原
市
が
変
わ
っ
て

い
く
と
い
う
展
望
が
持
て
な

い
た
め
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

予
算
審
査
で
何
度
も
聞
い

た
の
は
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
受
け
見
直
し
た
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
職

員
が
対
応
、
職
員
の
経
験
と

工
夫
で
従
来
と
同
じ
業
務
を

す
る
、
委
託
を
減
ら
し
て
職

員
で
対
応
す
る
、
こ
の
よ
う

な
言
葉
で
あ
る
。
職
員
は
さ

ら
に
忙
し
く
な
り
、
余
裕
が

な
く
な
る
。

　

一
方
で
、
「
必
要
性
、
緊

急
性
を
精
査
し
、
休
止
や
実

施
時
期
の
見
直
し
を
し
た
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
、
や
ら
な
い
決

断
が
今
必
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
。
思
い
切
っ
た
予
算
を

立
て
な
け
れ
ば
、
伊
勢
原
の

未
来
は
見
え
て
こ
な
い
と
考

え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

令
和
７
年
度
予
算
は
、
前

年
度
比
14
億
３
３
０
０
万
円
、

2.2
％
増
の
規
模
と
な
っ
て
い

る
。
増
大
す
る
市
民
要
望
に

応
え
つ
つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
的
確
に
遂
行
し
て
い
く
た

め
に
職
員
の
創
意
工
夫
を
大

い
に
期
待
す
る
。
ま
た
、
市

の
将
来
に
わ
た
る
発
展
の
た

め
に
、
少
子
高
齢
化
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
諸
施
策
を

間
断
な
く
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
希
望
す
る
。
本
市
は

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

算
だ
が
、
４
年
連
続
で
過
去

最
大
と
な
っ
た
。
こ
の
予
算

は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
暮

ら
し
や
す
さ
実
感
都
市
伊
勢

原
の
実
現
を
目
指
し
、
物
価

高
騰
と
い
う
厳
し
い
経
済
環

境
下
で
も
重
点
事
業
を
着
実

に
推
進
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
と
評
価
す
る
。
新
た
な

取
り
組
み
、
課
題
に
対
し
て
、

ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を

考
え
る
姿
勢
が
本
市
の
成
長

と
持
続
可
能
へ
の
鍵
で
あ
り
、

全
庁
一
体
と
な
り
、
職
員
一

人
一
人
が
創
意
工
夫
し
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
の
施
策
、
事

業
を
着
実
に
推
進
し
て
く
こ

と
を
要
望
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

　

持
続
可
能
な
財
産
運
営
の

た
め
に
は
、
予
算
の
効
率
的

な
活
用
と
と
も
に
、
既
存
事

業
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

も
不
可
欠
で
あ
り
、
単
に
事

業
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、

一
時
休
止
や
先
送
り
と
い
っ

た
選
択
肢
を
活
用
す
る
こ
と

で
長
期
的
な
財
政
の
均
衡
を

図
る
姿
勢
は
理
解
で
き
る
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
発

想
の
転
換
を
図
り
な
が
ら
、

伊
勢
原
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
の
確
固
た
る
軸

を
打
ち
立
て
て
進
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
市
民
が
や
る

気
に
な
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
く
な
る
よ
う
、
行
政
か
ら

一
歩
踏
み
出
す
行
動
を
期
待

し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

３　第218号 令和７年（2025年）５月１日い せ は ら 議 会 だ よ り

日
本
共
産
党

　
　
　

勝
又　

澄
子

反　

対

賛　

成

賛　

成

い
せ
は
ら
為
成
会

　
　

長
嶋　

一
樹

こ
こ
で
の
討
論
と
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
採

決
の
前
に
、
議
題
と
な

っ
て
い
る
案
件
に
対

し
、
賛
成
か
反
対
か
、

自
己
の
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
共
下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
採

決
前
に
、
６
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
反

対
・
賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

庶　

民

　
　
　

岸　
　

圭
介

　

　

　

　

公
明
党
い
せ
は
ら

　
　

今
野　

康
敏

　

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

橋
田　

夏
枝

進
風
会

　
　

荻
野　

貴
文

米谷政久　越水崇史　大垣真一

長嶋一樹　八島満雄　夛田　嚴　

萩原鉄也　前田秀資　大山　学

米谷政久　夛田　嚴　前田秀資

大垣真一　越水崇史　長嶋一樹

八島満雄　舘　大樹　大山　学

公　明　党
い せ は ら

今野康敏　中山真由美　　　 480,000

日本共産党
伊勢原市会議員団

川添康大　勝又澄子 480,000

480,000

いせはら未来会議 橋田夏枝　安藤玄一　森尾武史 720,000

進　風　会 山田昌紀　荻野貴文

志　政　会

1,040,000

381,240

385,254

562,070

559,480

430,990

360,000 162,885

会　　派 所 属 議 員 交付額（円） 支出額（円） 主　な　使　途 備　　考

・研究研修費　全国市議会議長会研究フォーラム

会派議員数9人→8人
※令和6年7月1日付け
　で、議員1名が辞職、
　2ヶ月分(40,000円）戻入

・調 査 旅 費　薬草のまちづくりについて（奈良県宇陀市）
　　　　　　　地域医療はまちづくりについて（岡山県高梁市）
・資料作成費　会派リポート作成費
・広報広聴費　会派リポート新聞折込み

・研究研修費　全国市議会議長会研究フォーラム、地方議員研究会
・資料購入費　動画セミナー
・広報広聴費　タウンニュース掲載代
・その他の経費　コピー機トナー代

・資料購入費　書籍購入費

・資料作成費　コピー機カウンター代
・資料購入費　書籍購入費
・広報広聴費　議員団ニュース代
・その他の経費　コピー用紙代　　

・調 査 旅 費　アートのまち玉野　観光客おもてなし推進事業について（岡山県玉野市）
　　　　　　　ひきこもり支援事業ワンストップ相談窓口について(岡山県総社市)
　　　　　　　最短１日での給付金支給を可能にしたスマホ市役所について（岡山県総社市）
　　　　　　　子育て支援総合施設・モッカランドについて（福岡県大川市）
　　　　　　　学習者用端末を活用した授業について(佐賀県武雄市）
・広報広聴費　タウンニュース掲載代

  

創　政　会 240,000 245,520

庶　　　民

※所属議員は令和７年３月31日現在     

岸　圭介

小沼富夫

240,000 12,474

いせはら為成会 720,000 666,991

令和６年度会派別政務活動費の主な使途を公表    
　政務活動費は、地方自治法や市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として
各会派に対し交付されます。
　交付額は、所属議員一人当たり月額２万円です。（残金が生じた場合は返還）各会派の収支報告書は市政情報コーナー、市ホームページでご覧いただけます。

・調 査 旅 費　アートのまち玉野　観光客おもてなし推進事業について（岡山県玉野市）
　　　　　　　ひきこもり支援事業ワンストップ相談窓口について(岡山県総社市)
　　　　　　　最短１日での給付金支給を可能にしたスマホ市役所について（岡山県総社市）
　　　　　　　子育て支援総合施設・モッカランドについて（福岡県大川市）
　　　　　　　学習者用端末を活用した授業について(佐賀県武雄市）
・資料購入費　書籍購入費
・広報広聴費　会派報告会（会場代）、タウンニュース掲載代

・調 査 旅 費　薬草のまちづくりについて（奈良県宇陀市）
　　　　　　　地域医療はまちづくりについて（岡山県高梁市）
・その他の経費　コピー用紙代　　

・研究研修費　AI博覧会
・調 査 旅 費　スマートシティ会津若松について（福島県会津若松市）
　　　　　　　子育て支援について（千葉県流山市）
・資料購入費　書籍購入費、新聞購読料
・広報広聴費　タウンニュース掲載代

会派議員数8人→３人 
※令和6年10月1日付けで、
　議員5名が「志政会」を退会
　し、「いせはら為成会」を結成

・支出額559,480円の  
　うち、政務活動費充
　当は480,000円（差額
　は自己負担）

・支出額245,520円の
　うち、政務活動費充
　当は240,000円（差額
　は自己負担）





過去の議会だよりを
ホームページから
ご覧いただけます。

所属会派名は３月定例会
一般質問時点の会派名を
記載しています。



第218号 ６令和７年（2025年）５月１日 い せ は ら 議 会 だ よ り

令
和
７
年
度
予
算
を
可
決

市議会の日程

議
会
広
報
委
員
会

委

員

長　
　

越
水　

崇
史

副
委
員
長　
　

森
尾　

武
史

委　
　

員　
　

荻
野　

貴
文

　
　
　
　
　
　

勝
又　

澄
子

　
　
　
　
　
　

大
垣　

真
一

　
　
　
　
　
　

米
谷　

政
久

　
　
　
　
　
　

中
山
真
由
美

編

集

後

記

令
和
７
年
３
月
定
例
会
は

２
月
17
日
か
ら
３
月
21
日
ま

で
の
33
日
間
開
催
し
、
令
和

７
年
度
予
算
関
連
議
案
を
中

心
に
議
案
41
件
が
承
認
・
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
新
市
長
に
よ
る
体
制

下
で
初
め
て
の
予
算
編
成
と

な
り
、
伊
勢
原
駅
北
口
再
開

発
や
田
中
笠
窪
線
の
整
備
な

ど
、
伊
勢
原
の
将
来
発
展
に

資
す
る
大
規
模
開
発
へ
多
く

の
予
算
配
分
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

苦
し
い
財
政
状
況
が
続
く

伊
勢
原
市
で
は
あ
り
ま
す
が
、

持
続
可
能
で
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
る
べ
く
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
注
目
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
各
委
員
会
の

改
選
が
行
わ
れ
、
当
広
報
委

員
会
の
運
営
も
新
体
制
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
広
報

・
広
聴
の
強
化
を
図
り
、
よ

り
多
く
の
市
民
・
関
係
者
の

皆
様
に
市
議
会
の
取
り
組
み

を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
森
尾
）

○は賛成　■は反対３月定例会の審議状況

番　号 件　　　　　　　名
議決

結果

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

■ ■ ■ ■ ■  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ 不採択

■ ■ ■ ■ ■  ○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ 不採択

■ ■ ■ ■ ■  ○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ 不採択

■ ■ ■ ■ ■  ○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ 不採択

岸　
　

圭
介

小
沼　

富
夫

荻
野　

貴
文

山
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昌
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澄
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康
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山
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由
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康
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前
田　

秀
資

夛
田　
　

嚴

米
谷　

政
久

森
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武
史

安
藤　

玄
一

橋
田　

夏
枝

大
山　
　

学

舘　
　

大
樹

八
島　

満
雄

長
嶋　

一
樹

越
水　

崇
史

大
垣　

真
一

いせはら
未来会議 公明党志政会いせはら為成会 共産党 進風会

庶

民

創
政
会

承認第１号 専決処分の承認について（令和６年度一般会計補正予算（第７号））

議案第１号 令和６年度一般会計補正予算（第８号）

議案第２号 令和７年度一般会計予算

議案第３号 令和７年度国民健康保険事業特別会計予算

議案第４号 令和７年度用地取得事業特別会計予算

議案第５号 令和７年度介護保険事業特別会計予算

議案第６号 令和７年度後期高齢者医療事業特別会計予算

議案第７号 令和７年度公共下水道事業会計予算

議案第８号 部設置条例の一部を改正する条例

議案第９号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

議案第10号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

議案第11号
職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例

議案第12号 市税条例の一部を改正する条例

議案第13号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第14号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

議案第15号 児童館条例の一部を改正する条例

議案第16号
地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改
正する条例

議案第17号 令和６年度一般会計補正予算（第９号）

議案第18号 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第19号 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第20号 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

議案第21号 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第２号）

議案第22号 不動産（建物）の譲与

議案第23号 市立地域集会所（八幡台集会所）の指定管理者の指定

議案第24号 市立地域集会所（アイリスの丘集会所）の指定管理者の指定

議案第25号 福祉館（岡崎福祉館）の指定管理者の指定

議案第26号 福祉館（石倉福祉館）の指定管理者の指定

議案第27号 福祉館（池端福祉館）の指定管理者の指定

議案第28号 老人憩の家（坪ノ内老人憩の家）の指定管理者の指定

議案第29号 児童館（大原児童館）の指定管理者の指定

議案第30号 児童館（沼目児童館）の指定管理者の指定

議案第31号 児童館（高森児童館）の指定管理者の指定

議案第32号 児童館（下谷児童館）の指定管理者の指定

議案第33号 児童館（つきみの児童館）の指定管理者の指定

議案第34号 児童館（七五三引児童館）の指定管理者の指定

議案第35号 児童館（藤野児童館）の指定管理者の指定

議案第36号 児童館（子易児童館）の指定管理者の指定

議案第37号 児童館（板戸児童館）の指定管理者の指定

議案第38号 監査委員の選任

議案第39号 監査委員の選任

議案第40号 教育長の任命

議 員 提 出 

議案第１号 市議会会議規則の一部を改正する規則

議案第２号 市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例

陳 　 　 情 

６年 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択
陳情第14号 を求める陳情

陳情第１号
訪問介護報酬引下げ撤回と介護報酬引上げの再改定を早急に行う
ことを国に求める意見書提出についての陳情

陳情第２号 従来（紙）の健康保険証の発行存続を求める意見書提出の陳情

陳情第３号 従来（紙）の健康保険証の発行存続を求める意見書提出の陳情

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
長
は
採
決
に
加
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り
ま
せ
ん

議
長
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採
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に
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